
 

 教育目標  

「やさしさいっぱい大麻泉の子」 

◎思いやりのある子 

◎進んで考える子 

◎明るく元気な子 

 

大麻泉小学校校旗 

   北海道江別市立大麻泉小学校  学校だより 

 

 

 

江別市大麻泉町２７番地 TEL 386-0737  FAX 386-2761 

令和７年４月３０日発行  2 号 

“思いやりのある子”を育む 

                               校長 髙橋 恒雄  

入学式でステージを華やかに飾った校旗が目にとまりました。 
戦前、軍旗をモデルに整備されたという歴史を持つ全国の小中学校の校旗。軍服の 

装飾に多く使用される金色のフリンジ(縄のれん)が周りに使用されているのも、その 
名残りだといいます。本家の軍旗には、旗先に『重い槍(やり)』がついていました。 
でも、本校の校旗の先を見ると、ひとを大切にするほうの『思いやり』をイメージさ 
せる丸いデザインになっています。 

  また、戦後復興期、高度経済成長期を経て開校した大麻泉小学校の校歌には、「豊か 
な人間性」と「未来社会に生きる子どもの幸せ」（沿革誌より抜粋）という願いが込めら 
れました。どの部分も素晴らしいのですが、子ども達が元気に歌いつぐ「校歌」の歌 
詞で、私が特に好きなのは、次の一節です。 

 ぼくもわたしも泉の子 平和の道を胸はって みんな仲良く進もうよ 

戦争が終わって８０年という“節目”を迎える今年。「平和都市宣言」をした江別に生きる子ども 
 達が、教科を越えて『平和』を大切にする考えを学び、深める１年としたいものです。 
  
 ▶令和７年度も以下の取組を“進化”させながら進めていきます  

１．令和５年度から始まった小中一貫教育が、今年で３年目を迎えます。“夢”の実現に向け、9 年間
の学びを効率的につなぐため、小中の教科書や教育課程の系統表を活用した系統的な指導に努めま
す。また、関係する 3 校（大麻東中、大麻東小と本校）で学習および生活のスタンダード（裏面参
照）を共有し、中学校進学時の不安を軽減する取組も進めます。 

◆ ◆

     ○おもいやりのある子（心）・・優しい心で 協働できる子 

○かんがえ、つたえあう子（知）知性を磨き 表現する子 

     ○すこやかな子（体）・・・・・自己実現に向けて 心身を鍛える子 

 
２．授業では、子どもが主体となる授業づくりを進め、ＩＣＴを有効に活用し、質の高い「対話」を

学習場面に設定することで深い学びを導きます。また、教育活動全体では、「土器づくり」や「田植
え体験」等、江別の歴史や産業につながりがある体験的な活動を折りませ、教科横断的に将来子ど
も達に必要とされる資質・能力を育成します。 

３．学習内容が確実に定着するよう、ＡＩドリル「スマイルネクスト」を効果的に活用します。また、 
情報図書館と連携して「朝読書」の充実を図り、全ての学びの基盤となる豊かな語彙力を育みます。 
更に子どもの表現活動に脚光をあて、表現する意欲を引き出します。 

４．「小中一貫教育」や「えべつ型コミュニティ・スクール」等の機能を活かし、社会に開かれた教育
課程の実現をめざします。夢を語りながら未来の社会を築いていく子どもたちのため、学校・保護
者・地域が「あたたかく」つながりあうコミュニティづくりを進めていきます。 

 
明後日から大型連休後半に入ります。５月２日の開校記念日とあわせて５連休となります。交通事故

等に留意され、トラブルのない有意義な連休にしていただきたいと願っています。

    

 

重点目標：夢の実現に向け、行動する子どもの育成 ～教職員がいきいき、子どもがいきいき、地域と共にある学校～ 



 



 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

大麻東中学校区の目指す子ども像 
      ●かんがえ、つたえあう子 
     ●おもいやりのある子 
      ●すこやかな子 

江別市の目指す子ども像（１５歳の春の姿） 

夢を持ち、夢を語り、 

夢の実現に向けて 行動する子ども 




